
（１） 

８と６の最⼩公倍数は「２４」なので、１から２４までの和が答えであると考えられます。 

  （１＋２４） ２４
１

２
＝３００・・・（答） 

＊８で割ったときの余りが８種類、６で割った時の余りが６種類なのでその組み合わせは 

８×６＝４８（通り） 

ではないかという疑問が浮かぶかもしれませんが、（ｍ，ｎ）が（０，１）や（２，３）等、 

奇偶が異なる組み合わせがないので、２４周期になります。 

 

（２） 

７８＝１＋２＋・・・＋１２ 

なので、ＭとＮの最⼩公倍数が「１２」となる組み合わせを求めれば良いことになります。 

・ＭとＮが互いに素      （Ｍ，Ｎ）＝（４，３），（１２，１） 

・ＭとＮの最⼤公約数が２   （Ｍ，Ｎ）＝（６，４），（１２，２） 

・ＭとＮの最⼤公約数が３   （Ｍ，Ｎ）＝（１２，３） 

・ＭとＮの最⼤公約数が４   （Ｍ，Ｎ）＝（１２，４） 

・ＭとＮの最⼤公約数が６   （Ｍ，Ｎ）＝（１２，６）  

  以上により 

  （答）（４，３），（６，４）（１２，１），（１２，２）（１２，３），（１２，４）（１２，６） 
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